
飛
騨
学
場
ご
案
内 

拝
啓 
向
暑
の
候
、
皆
様
に
は
い
よ
い
よ
ご
清
祥
に
て
、
ご
法
務
・
ご
教
化
に
ご
精
励
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
度
の
飛
騨
学
場
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。 

開
講
式
・
満
講
式
に
限
ら
ず
、
受
講
時
も
、
白
服
・
間
衣
・
墨
袈
裟
を
ご
着
用
く
だ
さ
い
（
学
場
長
指
示
）。
但
し
、
当
日
諸
役
あ
る
役
員
は
洋
服
に
間
衣
で
可 

学
場
の
受
講
は
「
大
谷
派
教
師
陞
補
」
に
必
要
で
す
。 

住
職
・
坊
守
・
寺
族
の
皆
様
の
積
極
的
な
聴
講
が
願
わ
れ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

合
掌 

◎
期
日 

二
〇
二
五
年 

八
月
一
日
（
金
）
よ
り
五
日
（
火
）
ま
で 

◎
会
場 

高
山
別
院
照
蓮
寺 

◎
【
講
師
・
講
題
】 

【
本
講
】
一
日
～
三
日 

「『
浄
土
論
』『
浄
土
論
註
』
が
開
く
仏
教
観 

贐 

❘
浄
土
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
精
神

こ

こ

ろ

❘ 
 

（
１
／
３
年
目
） 

金
沢
教
区
・
常
讃
寺
住
職 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
場
俊
基
師 

《
ご
注
意
》
本
講
で
は
真
宗
聖
典
第
二
版
を
使
用
し
ま
す
。
講
義
中
の
引
用
案
内
も
第
二
版
の
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
の
で
、 

受
講
の
際
に
は
第
二
版
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
真
宗
聖
教
全
書
も
使
用
し
ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【
次
講
】
四
日
～
五
日 

「
戦
国
期
飛
騨
真
宗
史
の
諸
問
題
」 

 
 
 

  
 

 
 

 

（
１
／
２
年
目
） 

 
 

 
 

本
願
寺
派 

北
海
道
教
区
・
円
満
寺
住
職 
元
本
願
寺
史
料
研
究
所
副
所
長 

 

金
龍 

静
師 

◎
【
お
斎
】 

 
 
 
 
 

無
し 

（
午
後
日
程
の
あ
る
日
も
お
斎
振
舞
い
は
御
座
い
ま
せ
ん
の
で
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
） 

◎
【
門
徒
・
寺
族 

追
弔
会
】 

 

二
日
の
追
弔
会
の
み
有
り 

（
追
弔
会
は
本
堂
、
ご
法
話
は
一
階
御
坊
会
館
（
冷
房
有
り
）
に
て
） 

追
弔
会
ご
法
話
「B

e
 R

e
a

l 

真
実
と
現
実 

―

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
「
弔
う
人
間
」―

」
大
谷
大
学
文
学
部
教
授  

藤
枝 

真 

師 

◎
【
暁
天
講
座
】 

 

一
日
～
五
日
に
開
催 

 

六
時
半
～
七
時
半 

一
日
「
心
に
残
る
お
葬
式
」 

 
 

 
 

 
 

本
講
講
師 

 
 
 
 

 
 

 

藤
場 

俊
基 

師 

二
日
「
喪
失
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
」 

 
 

 
 

 

が
ん
サ
ー
ク
ル
『O

w
ls

』
代
表 

 

三
井 

裕
子 

師 

三
日
「
鈴
木
大
拙
『
日
本
的
霊
性
』
と
現
代
の
宗
教
性
」 

 
 

 

大
谷
大
学
文
学
部
教
授 

 
 

藤
枝 

真 

師 

四
日
「
真
宗
八
百
年
の
歴
史
に
学
ぶ
」 

 
 

 
 

 

次
講
講
師 

 
 

 

金
龍 

静 

師 

五
日
「
❘
戦
後
８
０
年
に
当
た
り
❘ 

戦
争
孤
児
の
願
い
」 

 
 

 

高
山
別
院
輪
番  

 
 

三
島 

多
聞 

師 

◎
【
研
究
発
表
】 

令
和
六
年
度 

大
谷
大
学
卒 

 

朝
日
高
根
組 

常
照
寺 

樋
口
顕
信 

氏 
 

(

是
非
聴
講
く
だ
さ
い) 

◎
【
日
程
・
時
間
割
】 

二
〇
二
五
年
六
月 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

飛
騨
学
場 

 
 

ご
寺
院
各
位 

 
 
  

五
日
（
月
） 

四
日
（
日
） 

三
日
（
土
） 

二
日
（
金
） 

一
日
（
木
） 

 
 

晨
朝 

暁
天
講
座 

晨
朝 

暁
天
講
座 

晨
朝 

暁
天
講
座 

晨
朝 

暁
天
講
座 

晨
朝 

暁
天
講
座 

六
時
半
～ 

講
義 

 
 

金
龍
静 

師 

講
義 

(

次
講) 

金
龍
静 

師 

講
義(

本
講) 

藤
場
俊
基 

師 

講
義(

本
講) 

藤
場
俊
基 

師 

（
九
時
～
）
開
講
式 

 
 
 

（
九
時
半
～
）
講
義(

本
講) 

藤
場
俊
基 

師 

九
時
～ 

学
場
総
会 

研
究
発
表 

発
表
者 

常
照
寺 

樋
口
顕
信 

氏 

十
一
時
～ 

満
講
式 

十
一
時
半
～ 

十
二
時 

（
午
後
開
講
無
し
） 

（
午
後
開
講
無
し
） 

（
午
後
開
講
無
し
） 

門
徒
・
寺
族 

追
弔
会 

法
話
：
藤
枝 

真 

師 

（
午
後
開
講
無
し
） 

十
三
時
～ 

大
谷
大
学
同
窓
会 

総
会 

追
弔
会
終
了
後 


